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発行部数７０４部 

わが社では通常生産の粘土の他に、お客さまからのご依頼

に応じて、その都度オーダーメイドの土も作らせてもらって

います。定期的に作るものから、そのときかぎりのものまで、

いろいろある中から、今回は２つの粘土について紹介させて

いただきます。 

一つ目は、薩摩焼の沈壽官窯さま。 

最初にお話しをいただいた

のは４年半ほど前。１５代ご当

主が昔の薩摩土を復刻したい

とのことで、TOTO㈱さんに

声をかけられ、そこから各方面

へ依頼がいく中の一つとして、

陶石の水簸ができるところと

いうことで、加仙鉱山の当時の

合もさせていただいています。まだまだ課題は残っていますが、

１５代にご納得いただく形での生産にこぎつけたらと思ってい

るところです。 

二つ目は、笠間の寺本陶房さま。 

数年来お取引いただいている中で、昨年訪問させていただい

たことをきっかけに、お声かけいただきました。 

焼き上がり見本を送っていただき、焼成条件を伺い、ご希望に

添うように調合を考えていきました。 

納期に余裕がないとのことでしたので、最初は、当社が現在生

産している粘土を混ぜ合わせることで実現できないものかと、

比率を変えて３パターン試してみましたがいまひとつ。なので、

まったく新しい調合の粘土を

作ることにしました。 

それでも一回で上手くいく

ことはなく、何度か試作調合を

繰り返しました。その都度、当

社での焼き上がりを見てから、

粘土を笠間へ送り、先方での焼

成確認をお願いしました。 

短い納期の中、手間を惜しま

ずご協力いただいたおかげで、どうにか完成させることができ

ました。ありがとうございました。 

いろんな方からご依頼をいただくのですが、一回の試作だけ

ではなかなかＯＫにはなりません。何度も調合し直し、そのたび

にご確認いただいて、ようやく求めるものになっていきます。 

捗っていない案件もいくつかあり、お待たせして申し訳なく

思います。それでもお付き合いくださることに感謝しつつ、精一

杯努めさせていただいています。すべてに対応できるわけでは

ありませんが、困りごと、ご要望等ございましたら、まずはお気

軽にお尋ねください。 

社 長 のブログアドレス変 わりました！ 
h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / b l o g /  

怠
惰
な
自
分
を
動
か
す
の
に
何

か
よ
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
読

ん
だ
本
で
す
。
著
者
が
テ
レ
ビ
に

出
て
い
る
方
と
は
知
ら
ず
に
、「
あ

な
た
の
脳
を
ダ
マ
す
方
法
、
教
え

ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
て

買
い
ま
し
た(

笑) 

普
段
、
わ
れ
わ
れ
が
気
付
か
ず

に
抱
い
て
い
る
思
い
込
み
や
感

情
・
心
理
に
つ
い
て
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
突
き
詰
め
る
と
、
私
た
ち

が
見
て
い
る
も
の
は
脳
が
つ
く
り

出
し
た
現
実
と
も
言
え
る
わ
け

で
、
も
し
も
操
作
さ
れ
た
情
報
が

脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と

す
る
と
、
今
見
え
て
い
る
現
実
は

本
当
の
現
実
な
の
か
・
・ 

本
の
中
で
は
そ
ん
な
モ
チ
ー
フ

の
映
画
の
例
が
出
て
き
ま
す
が
、

映
画
に
限
ら
ず
今
の
世
の
中
、
恣

意
的
で
な
い
情
報
な
ん
て
無
い
な

と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。 

そ
ん
な
脳
の
仕
組
み
を
上

手
く
利
用
す
る
の
が
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
そ
う
で
す
。

実
験
で
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。 

買
っ
た
最
初
の
意
図
と
は

違
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

脳
の
仕
組
み
が
よ
く
わ
か
る
面

白
い
本
で
し
た
。 

脳
は
ど
こ
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
？ 

 
 

中
野 

信
子
（
著
） 

た
っ
た
１
％
を 

変
え
る
だ
け
で 

あ
な
た
の
人
生
に 

奇
跡
が
起
き
る 

 
佐賀弁講座＊

＊
 

さ が べ ん 

ごっとい  訳；いつも 

ひっきゃ  訳；全部 

いっちょん  訳；全然・全く 

かし掘りがしづらかったりと課題

にぶつかるたびに解決法を皆で模

索していったのです。 

この試作は、私個人にとって非

常に学びの場で、原料の産状・性

質・取扱い・処理の仕方、そしてそ

れらをどう調合するか、とてもと

ても勉強になっています。 

そして現在は、実証試験での調

専務さんから当社をご紹介いただき、話がまわってきたわけ

です。 

TOTO㈱の担当者さんによる原料選定と設計、ヤマカ陶料

さんの各種測定に基づく試作調合、私どもは鹿児島産原料の

水簸担当です。そうやって作った粘土ごとに沈壽官窯さんで

実際に確認していただくということを繰り返しました。 

現在お使いの粘土と変わらぬ使い勝手を目指しているの

に、原料の採掘場所や原石の状態で焼き上がりが全然違った

り、鋳込み成形をしようとすると泥漿にできなかったり、透

だらしない自分にとって、 

最初の一歩を踏み出すのに 

具体的だったのは、 

こちら「１％改善法」。 

笑 
顔 

満 開 

 

 

ひっきゃのーなってしまうたいね 
そがんごっといつまみ食いして。 

（全部なくなってしまうじゃない 

そんないつもつまみ食いして。） 

いっちょん減っとらんけん、 
よかろーもん 

（全然減ってないから 

いいじゃん。） 

７ ０ ０ 部  突 破 ！ 

↑ 沈壽官窯さま ご依頼分 

↑ 寺本陶房さま ご依頼分 

vol.７ 

会 話 例 

Ｙｏｕｔｕｂｅ 渕野陶磁器原料 ←検索★ 

■Ｙｏｕｔｕｂｅ動画あります！■ 

ぜひチャンネル登録お願いします！ 

＊新商品 追加しました！＊ 

【陶土屋さん】ホームページをチェック！！ 
h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃりんこミホの見ている風景 
http://ameblo.jp/toudoyasan-jarinko/ 

更新  

実は昨年だけでなく、一昨年も雨でお花見が中止になりま
した。私は雨女なのでしょうか・・・(T_T)  吉村美穂 

 編集後記  

有限会社 渕野陶磁器原料 
〒 ８４９-１４２６ 
佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙２８７-１ 

info@fromform.jp 
http://www.fromform.jp 

Ｅ-ma i l 
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０９５４-６６-４２０７ 
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Ｈ
Ｐ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

第
９
話 

会
長
さ
ん
の
昔
話 

このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまにお送りしております。
必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨を下記までご連絡ください。 

 その９ ス
タ
ン
パ
ー
で
は
、
す

り
鉢
状
の
ウ
ス
の
中
い

っ
ぱ
い
に
陶
石
を
い
れ
、

キ
ネ
で
砕
き
ま
す
。
重
量

に
す
る
と
、
ひ
と
つ
の
ウ

ス
に
は

300
キ
ロ
弱
の

石
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

陶
石
は
キ
ネ
で
搗
か

れ
る
た
び
に
外
へ
外
へ

と
広
が
り
ま
す
。
広
が
っ

た
ま
ま
だ
と
外
側
の
石

は
砕
か
れ
な
い
の
で
、
と

き
ど
き
真
ん
中
へ
寄
せ

て
ま
と
め
て
あ
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
餅
つ

き
と
一
緒
で
す
ね
。
 

こ
の
真
ん
中
へ
寄
せ

て
ま
と
め
る
作
業
、陶
土

屋
さ
ん
ご
と
に
呼
び
方

が
違
う
よ
う
で
す
が
、私

た
ち
は「
 は
わ
き
込
む
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
 

朝
７
時
の
ス
タ
ン
パ

ー
運
転
開
始
以
降
、２
時

間
お
き
に
は
わ
き
込
む

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。８

時
か
ら
５
時
ま
で
の
就

業
時
間
中
は
社
員
さ
ん

た
ち
が
作
業
し
て
く
れ

ま
す
が
、社
員
さ
ん
た
ち

が
帰
っ
た
５
時
以
降
は
、

７
時
前
に
私
が
一
人
で
、

最
終
の
夜
９
時
は
家
族

で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
 

夜
９
時
に
な
る
と
ス

タ
ン
パ
ー
の
運
転
を
止

め
、
広
が
っ
た
陶
石
の

粉
を
中
央
へ
寄
せ
ま

す
。
日
中
は
キ
ネ
を
搗

か
せ
な
が
ら
の
作
業

で
す
が
、
最
後
だ
け
は

キ
ネ
を
止
め
て
か
ら

寄
せ
て
い
ま
し
た
。
ひ

と
ウ
ス
ご
と
に
き
れ

い
な
円
錐
状
の
粉
の

山
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
て
お
く
こ

と
で
翌
日
の
朝
か
ら

の
運
転
が
出
来
て
い

た
わ
け
で
す
。
 

長
男
の
直
幸
が
中

学
生
に
な
る
と
す
ぐ

に
こ
の
作
業
に
か
り

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
、
夜
９
時
の
は
わ
き

込
み
は
私
と
家
内
と

母
と
直
幸
の
４
人
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
息

子
は
部
活
で
帰
り
が
遅

く
て
も
、
テ
ス
ト
期
間

中
で
あ
っ
て
も
夜
は
工

場
へ
行
き
、
一
緒
に
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ン
パ
ー
が
動
い
て

い
る
日
は
毎
晩
。
仕
事

し
な
か
っ
た
の
は
、
修

学
旅
行
の
と
き
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
「
 は
わ
き
込

む
」
作
業
に
時
間
と
労

力
を
取
ら
れ
る
も
の
で

す
か
ら
、
な
ん
と
か
な

ら
な
い
も
の
か
と
、
昭

和
55
年
に
ウ
ス
の
３

分
の
１
を
機
械
化
し
て

み
ま
し
た
。
残
り
の
３

分
の
２
に
機
械
を
設
置

す
る
の
は
平
成
元
年
、

そ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
人

手
に
頼
っ
て
い
ま
し

た
。
 

機
械
化
に
よ
っ
て
、は
わ
き

込
む
作
業
は
無
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
機
械
化
も

一
筋
縄
で
は
い
か
ず
、完
成
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
お
話
は
次
号
で
し
た
い

と
思
い
ま
す
。（
つ
づ
く
）
 

昨年は、雨でお花見に行けなか

ったので、桜に見立てた風船を部

屋の天井にたくさんつるした、室

内での斬新な花見でした。（ジキ

よまんば５号で書きました） 

今年こそ本物のお花見をしよ

きます！」…そうです、話のネタ作りに必

死なんです(泣) 

『料理が出来ない子』とゼ～ッタイ思

われているので、豪華なお弁当を作っ

て、ビックリさせるぞ！ 

さっそく前々日から準備です。メニュー

を考えて、スーパーへ材料のお買い物。 

前日は、仕事から帰るとすぐに料理に

取り掛かり、包丁や揚げ物と戦いまし

た。そして日付が変わった２時に就寝。 

当日、重いまぶたと戦いながら残りの

作業をしました。なんとか家を出る

時間ギリギリに、やっと完成!! 

 お弁当の中身はといいますと…

定番のから揚げ、卵焼き、ナポリタ

ン。そしてアスパラとチーズの肉

巻き、サラダを２種類、フルーツ、

その他もろもろ…。ご飯は、今ハ

ヤリの握らないおにぎり。その名

も『おにぎらず』 

距離…(*_*; 

ジュワジュワ～ 

完 

成 

じゃ～～～ん 

 どうです？！不器用な私にしては頑張ったでしょう!! (た

だ、味はイマイチ。) 

お口に合わなかったとしても、きっと綺麗な桜がおいしくし

てくれるはず！ そう信じて、目的地の公園へレッツゴ～!! 

ポカポカした春の陽気…まさに絶好のお花見日和です！

ウキウキしながら車を走らせ、道に迷いながらも無事到着！ 

さあ！ピンク色の景色が待っている！ 桜だ～～～

～・・・・・つぼみ、つぼみ・・・全部ツボミ。 

揚げ物に苦戦中 

今年もお花見できず…

(泣) でも来年こそは！ ２０

１６年４月号、お楽しみに。 

    吉村 美穂 

う!! そう意気込んで予定を立てた３月２１日。気になる天

気予報は晴れ！ メンバーは、先輩社員の北川さん、中尾さ

ん、健さん、そして健さんの２歳の娘ちゃん。 

「女の子がいないと華がないし、お友達呼んでよ」と私に

言う健さん。あれ？私も女の子じゃ…？と不思議に思いまし

たが、同級生のトモミにも参加してもらうことにしました。 

 はっ…お花見だけの話題では、このコーナーが埋まらな

い！そう思った私は思い切って言いました。「お弁当作って

分かりづらいですが 
こんな感じで粉が広がります 

 桜をバックに 
撮りたかった（泣） 

パシャリ 流行りの 
自撮り棒で･･･ 


